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■ ランディ
・共通編も合わせて参照ください。

■ 車両部品の取り外し

・次ページの取り外し手順に従って取り外してください。

フロントピラートリム
（LH）

フロントピラートリム
（RH）

センターガーニッシュ
アッパーカバー

パネル
インストサイド（RH）

パネル
インストサイド（LH）

センター
ガーニッシュ
サイドカバー

インパネ
アッパーボックス

メーター
フード インパネ

サイドカバー（RH）

サイドシルスカッフ（RH）

ダッシュ
サイドトリム（RH）

リテーナー

ネジ（4本）

ネジ（2本）

ネジ（3本）
コラムホール
カバー

カバー

センター
ガーニッシュ

ネジ（2本）

ネジ（4本）

車両ブラケット左 車両ブラケット右

グローブボックス

エアコン
コントロールパネル

エアコンルーバー
（センター）

インパネ
アッパーカバー

インパネ
アッパートレイ

レジスターベゼル

エアコンルーバー
（LH）

テザークリップ

ロック

ロック

・フロントピラートリム（LH）（RH）
　テザークリップの外し方

注 記
作業を始める前に、必ずシフトノブを最下段
にしてください。
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1. フロントピラートリム（LH/RH）を取り外します。（クリップ各 3箇所、テザークリップ各 1箇所）
2. パネルインストサイド（LH/RH）を取り外します。（ツメ各 4箇所）
3. メーターフードを取り外します。（ツメ 8箇所）
4. メーターのネジ 4本を取り外します。

注 記
・ メーターのコネクターを外さないで作業を行ってください。
・ 外した場合は、事前と復元時に所定の作業が必要です。サービスマニュアルを参考に行ってください。

5.  センターガーニッシュを取り外します。（ツメ 10箇所）
6. センターガーニッシュアッパーカバーを取り外します。（ツメ 8箇所）
7. 車両ブラケット左右を取り外します。（ネジ 4本）
8. 車両ブラケット左右からカバーを取り外します。（ネジ 2本）
9. サイドシルスカッフ（RH）を取り外します。（ツメ 15箇所）
10. ダッシュサイドトリム（RH）を取り外します。（リテーナー 1箇所、ツメ 1箇所）
11. インパネサイドカバー（RH）を取り外します。（ツメ 8箇所）
12. コラムホールカバーを取り外します。（ネジ 3本、ツメ 6箇所）
13. グローブボックスを取り外します。
14. エアコンコントロールパネルを取り外します。（クリップ 2箇所、ツメ 18箇所）
15. エアコンルーバー（センター）を取り外します。（ツメ 8箇所）
16. センターガーニッシュサイドカバーを取り外します。（ネジ 2本）
17. 助手席側インパネアッパーカバーを取り外します。（ツメ 12箇所）
18. 助手席側インパネアッパートレイを取り外します。（ツメ 6箇所）
19. エアコンルーバー（LH）を取り外します。（ツメ 4箇所）
20. レジスターベゼルを取り外します。（ツメ 4箇所）
21. 助手席側インパネアッパーボックスを取り外します。（ツメ 10箇所）
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■ TVアンテナの配線と固定（99097-80T45-K02の場合のみ）

アンテナケーブル⑦

ソフト
テープ⑨

固定テープ⑭

ソフト
テープ⑨

アンテナケーブル⑦

アンテナケーブル⑦ アンテナケーブル⑦

束線バンド⑫

固定テープ⑭

 1. ソフトテープ⑨と固定テープ⑭お
よび束線バンド⑫で固定しながら
アンテナケーブル⑦を配線します。

注 記
・アンテナケーブル⑦、ソフトテー
プ⑨、固定テープ⑭および束線バ
ンド⑫は、カーテンエアバッグの
部品と接触しないように配策・固
定してください。

・ソフトテープ⑨および固定テープ
⑭でフロントピラートリムの固定
クリップ穴をふさがないでくださ
い。また、フロントピラートリム
の当てリブ部と干渉しないように
してください。

■ GPSアンテナの取り付け

GPSアンテナ③

50mm

110mm

車両前方

1. GPS アンテナ③を左図の位置に取
り付けます。
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■ マイクの取り付け

■ コネクターの取り出し

車両前方

センターライン

マイク⑩

ケーブルクランパー⑬

10mm

25mm

アンテナコネクター

6PIN コネクター

10PIN コネクター
24PIN コネクター

車両前方

1. マイク⑩を左図の位置に取り付けま
す。

注意
マイク⑩を貼り付ける面の油汚れな
どをきれいに拭き取ってください。
汚れていると粘着力が低下し固定で
きなくなります。

2. マイク⑩のケーブルをケーブルクラ
ンパー⑬で固定します。

注意
ケーブルクランパー⑬を貼り付ける
面の油汚れなどをきれいに拭き取っ
てください。汚れていると粘着力が
低下し固定できなくなります。

注 記
配線終了後、ステアリングのチルト
操作等を行い、マイク⑩のケーブル
と干渉しないことを確認してくださ
い。

1. 10PIN、6PIN、24PIN と車両側ア
ンテナコネクターの線が車両ハーネ
スにテープで固定されているので、
このテープを外します。

2. コネクターを引き出します。
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GPSアンテナ③のケーブルと
アンテナケーブル⑦の余長

車両ハーネス

アンテナケーブル⑦（2本）GPSアンテナ③
のケーブル

束線バンド⑫束線バンド⑫

束線バンド⑫

車両前方

車両ハーネス

メーター
タオル等

束線バンド⑫ 固定テープ⑭
束線バンド⑫

アンテナケーブル⑦の余長

車両前方

固定テープ⑭

アンテナケーブル⑦

マイク⑩のケーブル

車両ハーネス

■ 配線

アドバイス
アンテナケーブル⑦の取り付けは、99097-80T45-K02 を取り付ける場合のみ必要です。

1. GPS アンテナ③のケーブルとアン
テナケーブル⑦（2本）をダッシュ
ボード助手席側からグローブボック
ス取り付け部奥を通して、ナビゲー
ション取り付け部まで配線します。

 ケーブルと余長は束線バンド⑫で車
両ハーネスに固定します。

2. ダッシュボードの上面をタオルなど
で保護し、メーターを置きます。

注 記
・ メーターのコネクターを外さない
で作業を行ってください。

・ 外した場合は、事前と復元時に所
定の作業が必要です。サービスマ
ニュアルを参考に行ってくださ
い。

3. アンテナケーブル⑦（2本）をダッ
シュボード運転席側からメーター裏
を通して、ナビゲーション取り付け
部まで配線します。

 アンテナケーブル⑦（2本）は固定
テープ⑭と束線バンド⑫で車両ハー
ネスに固定します。余長は束線バン
ド⑫で車両ハーネスに固定します。

 マイク⑩のケーブルを図のように配
線し、固定テープ⑭と束線バンド⑫
で車両ハーネスに固定しながら、ア
ンテナケーブル⑦と一緒にナビゲー
ション取り付け部まで配線します。

注意
ケーブル類をはさみ込まないように
してください。

＜助手席側：グローブボックス取り付け部奥の配線＞

＜運転席側：メーター裏の配線＞
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■ ナビゲーションの取り付け

アドバイス
本項目では、99097-80T45-K02 と 99097-80T55-K03 とで取り付け手順が異なる箇所があります。異なる箇所は書き分け
をしますので読み間違えのないようにしてください。

1. 共通編 P23を参照してナビゲーション本体①にシート㉕を貼り付けます。

2. ナビゲーション本体①に車両ブラケット左右を取り付けます。

トラスネジ④
（M5×8mm）

トラスネジ④
（M5×8mm）

車両ブラケット左

車両ブラケット右ナビゲーション本体①

※イラストは左側ですが、
　右側も同様です。

ナビゲーション穴位置（●印）

車両ブラケット穴位置（●印）

注意
取り付けには、必ず同梱のトラスネジ④（M5× 8mm）を使用
してください。その際、ネジを確実に締め付け 2～ 3回増し締
めしてください。振動などにより緩みが発生しないように、全
箇所確実に増し締めをしてください。
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※ 99097-80T45-K02 の場合
3. 共通編 P6の「結線図」を参照してナビゲーション本体①にUSBケーブル（タイプA）⑲を接続し、背面カバーA㉒を
バインドネジ（黒）㉔で固定します。

車両前方

ナビゲーション本体①

マイク⑩の
ケーブルの余長

タオル等
USBケーブル
（タイプA）⑲

束線バンド⑫

束線バンド⑫
車両ハーネス

車両ハーネス

固定テープ⑭

マイク⑩のケーブルと　
アンテナケーブル⑦（2本）

GPSアンテナ③のケーブルと
アンテナケーブル⑦（2本）

4. 運転席側からのアンテナケーブル⑦
2本と、マイク⑩のケーブルおよび
余長を束線バンド⑫で車両ハーネス
に固定します。

5. 助手席側からのアンテナケーブル⑦
2本と GPS アンテナ③のケーブル
を、固定テープ⑭で左図の位置に固
定します。

6. ダッシュボードの上をタオルなどで
保護し、ナビゲーション本体①を逆
さにして置きます。

注 記
内装部品を傷つけないよう、保護を
行ってください。

7. 助手席側からのアンテナケーブル⑦
2本と、GPS アンテナ③のケーブ
ル、およびUSBケーブル（タイプA）
⑲を束線バンド⑫で車両ハーネスに
固定します。

8. ナビゲーション本体①から出ている
USB ケーブル（タイプ A）⑲をグ
ローブボックス側へ配線します。（共
通編P24を参照してUSBケーブル
（タイプ A）⑲の取り付けを行って
ください。）

注意
USBケーブル（タイプA）⑲は、板
金エッジ、樹脂エッジ、および可動
部に干渉しないように配線してくだ
さい。

＜ナビゲーション取り付け部の配線＞
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ナビゲーション本体①

車両から取り外した
ネジ

車両から
取り外したネジ

車両前方

9. 共通編「結線図」を参照して配線を接続します。
10. ナビゲーション本体①を車両から取り外したネジで車両に取り付けます。取り付ける際はゆるみのないよう締め付けて
ください。また、ネジおよび指示なきボルトは、がたや破損が発生しないトルクで締め付けてください。

注 記
ハーネスやケーブルをコンソール内の空いている方に逃がすようにして取り付けてください。ナビゲーション本体①の裏
側に固まっていると取り付けできない場合があります。

● コード類を配線する際は、下記の点に注意してください。

警告  車体やネジ部分、シートレールなどの可動部にコードを挟み込まないように配線する
  断線やショートにより、火災や感電、故障の原因となります。

  コード類の配線時に金属部と接触するところは、絶縁テープを巻く
  コード類の被覆が切れて金属部に接触するとショートによる火災や感電、故障の原因となります。
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車両前方

ナビゲーション本体①

マイク⑩の
ケーブルの余長

タオル等
USBケーブル
（タイプC）⑳

束線バンド⑫

束線バンド⑫
車両ハーネス車両ハーネス

固定テープ⑭

GPSアンテナ③のケーブル

マイク⑩の
ケーブル

4. 運転席側からのマイク⑩のケーブル
および余長を束線バンド⑫で車両ハ
ーネスに固定します。

5. 助手席側からのGPSアンテナ③の
ケーブルを、固定テープ⑭で左図の
位置に固定します。

6. ダッシュボードの上をタオルなどで
保護し、ナビゲーション本体①を逆
さにして置きます。

注 記
内装部品を傷つけないよう、保護を
行ってください。

7. 助手席側からのGPSアンテナ③の
ケーブル、およびUSBケーブル（タ
イプC）⑳を束線バンド⑫で車両ハ
ーネスに固定します。

8. ナビゲーション本体①から出ている
USB ケーブル（タイプ C）⑳をグ
ローブボックス側へ配線します。（共
通編P24を参照してUSBケーブル
（タイプC）⑳の取り付けを行って
ください。）

注意
USB ケーブル（タイプ C）⑳は、
板金エッジ、樹脂エッジ、および可
動部に干渉しないように配線してく
ださい。

＜ナビゲーション取り付け部の配線＞

※ 99097-80T55-K03 の場合
3. 共通編 P8の「結線図」を参照してナビゲーション本体①にUSBケーブル（タイプC）⑳を接続し、背面カバーB㉓を
バインドネジ（黒）㉔で固定します。
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ナビゲーション本体①

車両から取り外した
ネジ

車両から
取り外したネジ

車両前方

9. 共通編「結線図」を参照して配線を接続します。
10. ナビゲーション本体①を車両から取り外したネジで車両に取り付けます。取り付ける際はゆるみのないよう締め付けて
ください。また、ネジおよび指示なきボルトは、がたや破損が発生しないトルクで締め付けてください。

注 記
ハーネスやケーブルをコンソール内の空いている方に逃がすようにして取り付けてください。ナビゲーション本体①の裏
側に固まっていると取り付けできない場合があります。

● コード類を配線する際は、下記の点に注意してください。

警告  車体やネジ部分、シートレールなどの可動部にコードを挟み込まないように配線する
  断線やショートにより、火災や感電、故障の原因となります。

  コード類の配線時に金属部と接触するところは、絶縁テープを巻く
  コード類の被覆が切れて金属部に接触するとショートによる火災や感電、故障の原因となります。
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・ 車両部品復元時に一時的に取り外した部品は、必ずサービスマニュアルの手順に沿って、用品取り付け前の
状態に戻してください。（コネクター類の接続・締め付けトルク等）

・ 取り付け作業完了後、車両および用品が正しく機能しているか動作確認してください。
 車の電装品（ブレーキ、ライト、ホーン、ウインカー、ハザードなど）が正常に動作しない状態で使用すると、
火災や交通事故の原因になります。

● ネジの締め付けトルクが規定されているものがある場合は、規定のトルクで締め付けてください。

注意
バッテリー復元作業終了後に、車両システムによっては初期化が必要な場合があります。
サービスマニュアルを参考に初期化作業を行ってください。

■ 車両部品の復元

テザークリップをかん合させる

テザークリップの向きを合わせ差し込む

フロントピラートリム（RH）

※イラストは（RH）ですが、（LH）も同様に行ってください。

テザークリップ

ガイド

フロント
ガラス側

ガイド

正面視

ここまでかん合

かん合状態の確認

1. 取り外しと逆の手順で取り付けま
す。

2. フロントピラートリム（LH）（RH）
上部のテザークリップは、左図の通
り復元してください。


